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海水中から宝石サンゴの環境 DNA を検出する手法を開発し分布と産卵期を推定する 

髙田健司(東京大学大学院 農学生命科学研究科 博士課程 3 年) 
【研究の背景と目的】 
高知県では古くから装飾品の材料採取のためサンゴ漁が行われており、主に八放サンゴ綱サンゴ科のア
カサンゴ、シロサンゴ、モモイロサンゴが漁獲されている。これらの種は宝石サンゴと呼ばれ、水産資
源として持続的な管理が重要である一方で、100-300m の深場に生息することから、分布域や資源量に
関する情報すら未だに少ない。そこで本研究では、近年モニタリング手法として注目されている環境
DNA を用いた宝石サンゴの分布域推定を最終目標に、まずは①アカサンゴの DNA を特異的に増幅す
るプライマーの設計と、②水槽下におけるアカサンゴの環境 DNA の検出可否と分解速度実験を実施し
た。 
【材料と方法】 
①アカサンゴ特異的なプライマー設計：ミトコンドリア DNA の MutS 領域からアカサンゴの DNA を
特異的に増幅するプライマーおよびプローブを設計した。その後アカサンゴ、シロサンゴ、モモイロサ
ンゴ、近縁種 Anthomastus 属、Paragorgia 属の組織から抽出した DNA でデジタル PCR を実施し、ア
カサンゴ以外に増幅がみられないか確認した。 
②飼育水槽下での環境 DNA 検出の可否と分解速度実験：アカサンゴを 24 時間飼育した 30L 水槽か
ら、サンゴを全て除去し、1 日経過するごとに海水を 0.22μm ステリベクスでろ過した。①で設計した
プライマーを用いたデジタル PCR により、環境 DNA を検出できるかどうか検証するとともに、環境
DNA の増減を定量することで分解速度を調べた。 
【結果と考察】 
MutS 領域で設計したアカサンゴ特異的なプライマー・プロ
ーブを用いたデジタル PCR の結果、アカサンゴのみを特異
的に検出することができた。その後、飼育水槽海水からの環
境 DNA を検出することにも成功し、時間の経過とともに環
境 DNA の検出量が指数関数的に減少することが明らかにな
った。採水作業を続けた期間中は最後まで環境 DNA を検出
できたものの、最終日の環境 DNA 量は初日と比較して
1/10 以下まで減少した。この結果から、少なくとも 5 日間は
アカサンゴの環境 DNA は分解されずに海水中に漂うことが示
唆された。 
今後の野外での環境 DNA 検出に向け、すでに大月町近海のア
カサンゴ生息域付近において、ニスキン採水器による海水採
取を実施した。野外のデータに関しては現在取得中である。 


